20120819　1部礼拝

 時代最高の知恵(ルカ12:54-58)
もし私たちが着替えるときに上着を先に着て、後から下着を着るとなると、それはものすごく大変なことだし、ほぼ不可能ではないでしょうか。それがブランド品だとしても、どんなに高級なものでも、それが質がどうなのかの前に順番が大切であるという意味ではないでしょうか。服はおかしいままに歩いてもちょっとおかしく見られるだけです。しかし、私たちの人生の中で何が一番急務であり、優先すべき一番重要な課題、テーマはいったいなんでしょうか。そのことがよく理解できていないまま順番が前後してしまうと人生そのものがおかしくなります。一つ一つがそれなりにまじめであり、また品の良いものであり質がある程度保証されるものであっても、その前に順番の前後によって人生は成り立たなくなってしまうということを考え覚えてメッセージに入っていきたいと思います。
今日イエスさまは、当時のパリサイ人、偉い人々と、今イエスさまに従っている外見を見るとものすごくみじめに見える人々と比較しながらお話をしていらっしゃいました。その最後の結論の部分です。

今日の聖書を見ると、イエスさまに従っている人ではなくて、イエスさまのお話を聞いて、またイエスさまを見ているにもかかわらず従おうとしていない群衆を見てお話をされていました。「あなたがたは西に雲が見えたら、これからにわか雨が降るだろうという予想ができるのではないか」とおっしゃいました。昔も雲を見て予想していたようです。今はコンピュータなどによって天気予報などをしていますが。それから、南風が吹いてくると、これからものすごく蒸し暑い日になるだろうというように天気を予測していました。そして、そのとおりになりました。そのお話をしながら「今の空の現象などを見て正しく天気予報はできる、見分けがつくのに、なぜ今の時代を見分けることができないのか。それよりもっと明らかに今の時代に何が起きるか、どういう時代なのかと言うのが明らかにされているのにそれは見分けることができないのか」とおっしゃっているのです。それを語ってから「なぜ自分から進んで何が正しいかきちんと判断しないのか。今正しいことが何であって、何を急いでやるべきなのかと言うことがなぜわかっていないのか」とおっしゃっています。それで最後にこのようにおっしゃいました。「もしあなたを告訴するものと一緒に役人の前に行くそのときに、そこに行く間の到着するまでに急いで必死になって手段を選ばずに和解を頑張らないといけないのではないか。もしその途中で和解をしないと、結局、裁判官に渡されあなたは牢に投げ込まれるようになる。大変なことになる。そして、そこに入った場合には最後の１レプタを支払うまでは絶対に出られない。つまりもうおしまいだ。そうならばあなたが告訴をされて、告訴する人と一緒に裁判官の方に行く間であれば、そこで今日のファッションはどうだとか、昔、私はこういう学校を卒業をした、というのがテーマにはならないでしょう。そこであなたが必死で何もかも全部捨ててあなたがやるべきことと言えば、とにかく裁判にかけられないように和解を申し込むこと、和解を図ることではないか。今そのような状況なのです」とおっしゃっているのです。「和解しないと大変なことになる。いったい今この時代においてあなたにとって一番急務なこと、一番急ぐべきこと、一番大きなテーマ、必死で他のすべてを犠牲にしてでもつかまないといけないテーマはいったいなんだろうか。なぜそれが分かっていないのか」とおっしゃっているのです。イエスさまに従っていない人々に向かって。いろいろなテーマをとりあげ、いろいろなことを言っているでしょうが。そういう意味で私たちはイエスさまが群衆に向かっておっしゃいましたこの言葉をとおして、人生において今の私たちにとってこの時代において一番急なテーマ、一番大きなテーマ、一番優先すべき、必死なって取り上げるべきテーマは何なのかを考えないといけません。それがこの歴史のテーマであり、人類のテーマであり、一人一人個人の人生のテーマでもあります。人類最大のテーマは私たちのたましいが救われることです。このことが群衆はわかっていません。天気の予測はできる、今日曇っているから明日は雨が降るだろう、株価が上がるだろう、これから景気がこうなるだろう、国際情勢がこうなるだろう、これから政治の勢力の構図がこうなるだろうといろいろなことを賢く予想しているにもかかわらず、一番大切なテーマ、たましいの救いにいてはまったくわかっていません。でも残念ながら他の何かのテーマに興味を持つ必要はないという話ではありません。人生を生きていくうちに、いろいろなことを考えていろいろなことに興味を持たないといけません。しかし、順番として一番急務は何かと言うと、人類最大の最優先の課題はたましいの救いです。それが神様のテーマ、神様の課題であるし、そしてそれは歴史が存在し歴史が今流れて歴史のある理由でもあるのです。ある国が大きな大国になったり、また時期になるとその国が崩れ、その繁栄、栄えは他の国に移ったり、どこかに戦争が起きて血まみれの歴史になったり、ときには一時的にある国が力を発揮して世界を統一して安定させるときもあります。こういったいろいろな歴史のすべての理由はたましいの救いのためにあるものです。今日もものすごく暑いです。猛暑日が早く終わればよいなと皆思っているでしょうが、それは私たちが手を加えることができる部分ではありません。私たちの頭では全部理解できませんが、今日も猛暑日になって日が昇って、またこれから十数時間後には日が沈むようになります。その最大の理由は何かと言うと、その意味はたましいの救いのためです。ぜひクリスチャンの私たちがなぜ神様が大きな答えと神様の力を体験できないかというと、このテーマに対してこれが切実な本当に最高のテーマであるという感覚があまりありません。これが神様のテーマなのです。地球が動いているテーマです。私たちの目では良いこと悪いこといろいろあるでしょうが、そのすべてが動いている理由が何なのかと言うとたましいの救いのためです。これが人類最大のテーマであることをぜひ覚えていてください。最近、原発がいろいろな被害をもたらし、環境への問題があります。それでテーマは環境保存、領土問題、ナショナリズム、いろいろな言葉が飛び交っておりそれをテーマにしていろいろな議論があります。もちろんそれをきちんと見極めないといけませんが、ぜひクリスチャンの私たちは領土問題やナショナリズム、環境保存、世界平和が第１のテーマではありません。そのようなことによってうっかりすると私たちも惑わされる可能性があります。地上のどこかの民族の人である前に、先週も申し上げましたように天の御国の民であることを忘れてはいけません。ですから、人類最大のテーマ、つまり私のテーマもたましいの救いです。目に見えないサタンはあらゆるテーマを取り上げて、それが良いか悪いかは別にして本当のクリスチャンが握るべきテーマ、また人類の本当の最大のテーマをぼやかします。そのようなだまししごと、策略にはひっかかってはいけないのではないでしょうか。聖書を見ると今の私たちのナショナリズム的なレベルではなかなか理解できない告白があります。とくにパウロのように福音に精通し神様に用いられていて自分の民族をだれよりも愛していた愛国者パウロがこのように言いました。「私は私の同胞、イスラエルのユダヤ人が救われることを本当に切に願っている。しかしそれは私の思うがままにできるものではない。それなのに神様は今の時期はイスラエルが滅びるように許され、それでこの救いの祝福が異邦人の方に行くようにしていらっしゃる。そのために私が異邦人の使徒として召されているものなのだ」と。パウロは自分の国、自分の同胞を愛する者です。でもそれより大きなテーマはたましいの救いです。自分も同胞が滅びることによって人類の救いのわざが広まるようになるのならばそれに従う、これがパウロの信仰告白です。人類の最大のテーマがたましいの救いであるという感覚です。パウロはイスラエルの自分の同胞が救われることを願っていたにも関わらず、パウロの時代では逆でした。でもそれもたましいの救いのためのことなのだとそれを超えていくようになりました。私たちは天の御国の民であることを忘れてはいけません。私たちが悟らないといけないのは人類最大のテーマは今取り上げられている様々なテーマではなく、たましいの救いです。もしたましいの救いというテーマがいらないとなれば、地球のすべてがストップするようになります。環境保存、世界平和など何の意味もない、すべてがストップです。皆さんの頭の中にはたましいの救いということがこれほどの最大のテーマとして理解されているでしょうか。このような質問が私たちには必ず求められます。もしたましいの救い、救いがなければどうなるでしょうか。必要なことはたくさんあるでしょうが、でもそのことの前にまず優先すべきテーマはたましいの救いです。だから、私たちの頭では理解できなくても、私たちの家族の中でだれかがものすごく大変な目に遭うことによって家族がたましいの救いに預かるように神様はなさいます。それより大きな祝福はないので、もし「私はそんな大変な目に遭わなくてもよい。たましいなどは救われなくてもよいからすべてがうまくいって安全なほうがよいです」と思うかもしれません。でも必ず質問してください。たましいの救いがなければ、どんなにまじめに誠実に頑張ったとしても、結局最後は人殺しになってしまいます。それがカインのお話です。たましいの救いがないというのは簡単なお話ではありません。まじめさ、宗教的な熱心というものが殺人に変えられるようなものなのです。もしたましいが救われなければノアの時代のように、ものがすべての面において仕事をしなくても食べていけるほど豊かに豊富になるにしても、災いによってすべてがおしまいになるのです。それでもたましいの救いが軽いのでしょうか。それでもたましいの救いなどいらないからとにかく成功したいのでしょうか。もしたましいの救いがなければどんなに頑張って成功を治めたとしても、どんなに頑張って発展を遂げたとしてもそれが一瞬にしてすべてバベル塔のように崩れるようになります。たましいの救いがないというのはすべてがパーになってしまうのです。そして、そこまでいかなくてもたましいが救われなければ、その人のたましいが病んでしまい、心が病んでしまい、精神的に、肉体的に、人生そのものが病んでしまい、すべての関係にひびが入って病んでしまい、家庭が病んでしまい、自分が死んだあと子孫、次世代も病んでしまい、救いがなければ苦しみから逃げることができません。救いは私たちが考えているように、たまに日曜日に、あるいは私がものすごく辛いときに思い出すような飾りではありません。もう一度言います。自分のではなく、その前に人類最大のテーマです。神様の最大のテーマです。ですから、救いより急で急ぐべき内容、優先すべき内容、重要なものは存在しません。私たちが救われるということは罪が許されることによって滅びののろいの運命から解放され、それに捕らわれているときに悪霊などにやられ苦しめられるしかない、また操られるしかない人生が終わり、悪霊から完全に自由になり、創造のいのちの真の神様と出会っていのちの祝福に預かるようになること、これを救いと言います。さっきも申し上げましたようにもし救われなければこの問題が解決しないので成功していてもそれが益になりません。聖書は最初から最後まで救いのお話です。聖書を読んで研究して論文を書いて本をたくさん出したとしても、救いの意味が分かっていないとそれは聖書を研究したことでも読んだことでもありません。みなさんが教会に通っているのも救いの祝福に預かるようになって、その祝福が解き明かされてそれを豊かに味わい、その救いの神様を何よりほめたたえて賛美をささげ神の栄光を現すために教会に通っています。神は本当に救いの神様。成功や発展、豊かさなどでも得られない救い、人の力では絶対に得られない救いを私たちに与えられる神様。神は救いの神様ですとわかったときに神の栄光が現されるようになります。救いと言うと抽象的に思われて何か目に見えないものだから、ほとんど概念的に考えてしまうため、クリスチャンでありながらも他のテーマにいつも押されるしかありません。そうすると、ものすごくもったいない残念な結果を味わうようになるでしょう。もう一度言います。聖書は結論として、また最初から人類最大のテーマはたましいの救いです。たましいの救いがなければ、すべてが虚しくなってしまいます。
そしてこの最大のテーマであるたましいの救いの道はオンリーキリストだけです。これが聖書のテーマです。他には道がありません。オンリーこの救いの道、人類最大のテーマ、他のすべてを忘れてこのテーマに絞るしかない、この救いの道はオンリーキリストしかありません。なぜかというと神様がそのように約束されました。人が罪を犯して神から離れ、滅びの運命に捕らわれるようになったときから神様は約束されました。他には方法がないので私があなたがたを救うためにキリストを送る、メシヤを送るから、救い主を送ってあなたがたの罪を背負って代わりに全部解決し、犠牲のいけにえとなられ身代わりとなって贖いによってあなたがたを救うと約束されました。その他には神様が救いの道を提示したことはありません。救いの道はキリストです。これが神の救いであり神の約束です。それでそのキリストがどのような方なのかと言うと救いのための救い主、つまりキリストは真の祭司として私たちのどうしようもできない罪を永遠に清めてきれいにしてくださる方、それがキリストです。そして、その罪によって捕らわれていた滅びの呪いの運命の勢力をこのキリストは真の預言者となられ、完璧に打ち破って天のいのちの祝福を与える方です。つまり、神様に出会える道です。キリストという言葉の意味はこのすべての罪を捕えて人の人生を支配し、空中の権威をもって人を操って滅ぼしている偽物の王である悪魔、サタンの頭を踏み砕いて完全に勝利される真の王様という意味があります。だから、キリストが救いの秘密です。キリストの他にはありません。言葉を変えるとキリストには救いがあります。キリストが救いです。キリストに出会いますと罪が赦され滅びの呪いの運命から解放され、悪魔の支配から解放され自由になり、真の神様と一緒になります。他にはこのような救いの祝福の道はありません。だからぜひ覚えていてください。人類最大のテーマがたましいの救いであり、だから最大のテーマ、一番優先すべきテーマです。皆、癌にかかり明日死ぬとなれば癌が治ることが最大のテーマでしょう。３分後に皆、滝の絶壁に落ちるとなればそこから助けられることが最大のテーマです。人類最大のテーマはたましいが救われることです。他がぼやけて救いというものだけがクローズアップされ輝くようにならないといけません。その感覚です。さっきも申し上げましたように、そうならないように個人的にも、社会的にも、学校の教育の中でもいろいろなテーマを取り上げ飛び交っています。そこで私たちの頭はたましいはもう病気になって混乱しています。人類最大のテーマはそのすべてを手放してもよいようにたましいの救い、それなくしては他のテーマがどんなに上手にうまくいったとしても虚しくなるだけです。第一、大優先すべきテーマはたましいの救いです。その救いの道はキリストだけであり、またキリストであり、そのキリストが今おっしゃっている2000年前に処女マリヤから生まれて十字架にかけられて死んだ人の中からよみがえられ今も生きていらっしゃるイエスさまがそのキリストです。イエスさまが救いの唯一の道、人類最大のテーマを解き放つ鍵、主人公である証拠はたくさん紹介されています。まず処女マリヤから生まれ、旧約聖書に預言されているとおりにこの地上に来られて、また、行動しておられました。ときには海の上を歩くときもあります。死んだ人を生き返らせたこともありました。不治の病と言われていたらい病や今で言いますと重い末期がんなどが癒される時もありました。それが癒されるから良いと言うよりはイエスは他の人間と同じ人ではなく神が約束された人類最大のテーマを解決するための約束されたキリストその方ですという証拠です。群衆はイエスさまのお話を聞いて今まで聞いていた律法学者、聖書の学者、パリサイ人との話とは全然違うと思いました。それも証拠です。違うでしょう。イエスがキリストです。ときには婚礼の場に行かれ水がぶどう酒になるような奇跡を起こしたりしたこともありました。5千人、ときには1万人以上の人々に2匹の魚と5つのパンをもって全部を食べさせ、それから余るようにされました。なぜでしょうか。イエスが人類最大のテーマ、たましいの救い、その救い無くしてはすべてが虚しくなるしかないその1番のテーマ、救いのための道であり、救い主、キリストですという証拠です。イエスが、つまりキリストが救い主が約束ではなく、もう来られて目に見えるように現れ、今それがすべて成就し実現して地上にいらっしゃったということです。キリストを待ち望むのではなく、そのキリストがもう来られたのです。そして、実際に十字架にかけられ3日目によみがえられすべてを成し遂げられて勝利の主として今、天の御座に座っていらっしゃいます。そのイエスがキリストです。イエスが救い主です。もしイエスがキリストであれば、イエスが人類最大のまた1番優先すべき課題、たましいの救いのための主人公になりその道であるならば、もしそうであれば群衆に向かっておっしゃっています。そうならばあなたがたにとって今のこのときにおいて最高の知恵、最高の選択、最高に急ぐべきことは何でしょうか。イエスを救い主として信じる信仰です。なぜ天気は見極めることがあるのに、この時代の最大のテーマ、救いのための救い主キリストが、イエスがキリストとしてここに来て今あなたがたの目の前にいるのになぜわかっていないのか。イエスを信じるべきではないのか。今1番大きなテーマはイエスに従うこと。イエスを信じることです。これが時代を見分けることです。つまり、これこそ今の時代において最高の知恵であり、最高に賢いことです。そのお話をしていらっしゃいます。今、裁判官の方に告訴され連れて行かれるという話も同じ意味です。もしイエスを信じないと最後にどうなるのかわかっているのか。今のうち、今がチャンスなのだとおっしゃっています。何が正しいのか判断しないのですか。なぜイエスを見てイエスのお話を聞きながら正しいことがわかっていないのか。なるほどイエスを信じるべきなのだ。それより急ぐべき、それより大きなテーマは存在しないということがなぜわかっていないのか。イエスさまが今おっしゃっているのが群衆に向かって、イエスさまを目の前にして奇跡を見てイエスさまのお話を聞きながらも、そのイエスさまを救い主として信じようとしない。迷っているのか拒否しているのかわかりませんが、そのような人々に向かって心痛めながらおっしゃっているお話なのです。なぜわかっていないのか。何がそんなにテーマなのか。何が引っかかるのか。何がそんなに急ぐべき内容があるのか。ないでしょう。たましいの救いが最大のテーマであれば、その救いの道はキリストしかない、そのキリストが来たのです。イエスはキリストなのです。そうならばイエスがともに歩いているのであれば、イエスがこの時代に来ていらっしゃるのであれば他のすべてのテーマは全部消して急いで優先して第1に切実に使うべきテーマはこのイエスに従うことではないのか。これが時代を見分ける知恵ではないのか。あなたがたは愚かな者です。それにはイエスに従わないなりのいろいろな理由、自分なりの理論があると思います。愚か者よ。イエスを信じなさい。イエスさまを救い主として信じることが知恵です。皆さんはイエスさまを救い主として信じていらっしゃるのでしょうか。信じるようになったのでしょうか。今の時代、2012年、21世紀を生きている私たちにとってこの時代において一番賢い人、一番知恵のある人はだれでしょうか。東京大学のベテラン教授でしょうか。皆さん、これが聖書のお話です。逆にそうでないものは何をどう唱えて、どんな理論を主張していても愚か者になります。今そんな場合ではないでしょう。イエスさまがおっしゃっています。そのイエスが今の時代、当時もいらっしゃいました。今はいらっしゃっただけではありません。すべてを成し遂げられ十字架で血を流されてよみがえられ今も世界を動かして万軍の主として世界の福音化を成し遂げていらっしゃる救い主、勝利の主です。聖霊をとおして伝道者をとおしてこのイエスのお話、福音の秘密を解き明かし広めて伝えていらっしゃる方です。今はそのような時代です。それでパウロは言いました。今は恵みのとき、救いのときではないのかと。今はそのような時代です。環境保存がテーマではなく、領土問題がテーマではなく、金持ちなのか貧乏なのかがテーマではありません。政治が民主主義にいくのか共産主義にいくのか、そういうことがこの時代のテーマではありません。今は恵みのとき、今は救いのときです。

ですから、今の時代を賢く生きる秘密はイエスに従うことです。イエスを救い主として信じる信仰を選ぶことです。皆さんはイエスさまを信じていらっしゃるのでしょうか。皆さんが考えている一億倍以上、皆さんは最高の選択をなさった方です。もちろんその裏では神様が恵みを与えそうなったのでしょうが、神様はものすごくお笑いが好きな方なので神様自身では全部なさっていて、それでも「あなたは最高の選択をした。良かった。忠実なしもべよ」とほめられるのです。神様は恵みによって心を動かし全部なさったにもかかわらず「よくやった、あなたこそ今の時代に最高に地位ある賢い者だ」とほめられます。それがわかっていないと今テレビのコメンテーターや大学の教授、会社の上司、部下、周りの隣人、人々を見ながら、正しい見方をすることができません。そうするとクリスチャンでありながらも残念ながら結局は引っ張られていきます。私たちは引っ張られていく者ではありません。彼らが見ることができない何かが見えます。批判したり裁くことではありませんが、私たちが知恵ある本当に賢い最高の選択をしたのです。この時代において、また人生を持って順番の前後をしっかりやり、下着からきちんとはいたという確認ができているがゆえに、どんなに偉い者を見ても「愚か者」と見えるのです。そのときから初めて正しい人生を生きるようになります。クリスチャンでありながらもそのときから。

パウロはコリントの教会内部でいろいろなもめ事があり、それをそこで処理できなかったので社会の裁判の方に持っていきました。ものすごく怒りを覚えて、悔しいという気持ちで叱っていました。「あなたがたは神の国の民であることをわかっていないのか。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることをわかっていないのか。あなたがたはそのすべての裁判官の上からの目線で人生を生きていかないといけないものなのに今何をしているのか。世界で一番賢い選択をして、一番賢い存在なのになぜ愚か者にそのような教会のことをゆだねるのか」とそこまでパウロはプライドがありました。それがイエスを信じることです。神様は今日のこの礼拝をとおして皆さんが今どのような気持ち、どんな状態、またどのような状況なのか、私はよく分かりませんが、神様は全部ご存知でしょう。でも、そのような皆さんに訴えかけていらっしゃいます。あなたが今の時代最高の存在です。最高に賢い者です。愚かな人々の話すことや声、飛び交う様々な主張や理論などに惑わされないように。あなたにとって最高のテーマはいったい何なのかと問いかけていらっしゃいます。イエスさまを信じることこと、その信仰こそ最高の選択であり、最高に優先すべき内容であり、そして、そのイエスさまを信じるときに「受け入れた人々、すなわちその名を信じた者は神の子どもになる特権が与えられ」それが一番賢いことです。ローマの手紙10章13節を見ると「だれでもイエスの御名を呼ぶ者は救われる」とあります。イエスを信じるときに最大のテーマ、救いの祝福が私たちに与えられます。多くのクリスチャンがイエスさまを信じること、自分がクリスチャンであることが部分的な内容で自分の人生において一つの飾りのような感覚です。それでは勝利できません。イエスさまを信じることはそういうことではありません。それから、だいぶ忘れていて後回しにしていて何かをやっていくうちに急なことがあったときに引き出すような、二の次の対策みたいなものになっている場合がありますがそういうことではありません。それを取り換えて直しなさいとおっしゃっています。人類最大のテーマがたましいの救いであり、その道はキリストしかありません。そのキリストがイエスです。今はイエスが勝利の主として生きていらっしゃいます。そうならば今の時代は恵みのとき、今は救いのときです。最高の見分け、最高の知恵はイエスを信じることです。だから、イエスさまを信じることを飾りのように処理していてはいけません。それはもったいないことです。そういう意味でイエスさまは今日、群衆に向かっていろいろなことをおっしゃっていました。他に急ぐべき内容、他に気になることなどがいっぱいあるかもしれません。でも今告訴するものが裁判官の方に連れて行く状況なので、イエスさまが今来られてそのような状況なので他の何かを気にしてテーマにし、泣いたり笑ったり喧嘩したりする暇、余裕などないでしょう。和解しないといけないのではないか。イエスを信じなさい。イエスを信じてからその次の話です。理由がありません。他に迷うこともありません。イエスを信じること、これが最高の最大のテーマ、最高の選択であること、この時代の知恵です。
結論です。皆さん、まず聞いて流してしまうことが無いようにこのメッセージを持って自分自身に問いかけてみてください。真実に自分はイエスさまを救い主として信じているのか。本当に最高の選択をしているのか。それをまず問いかけてみてください。自分は本当にイエスさまを他の何かを議論し気にする前にこの問いかけが必要です。そうでなければ他の何かをどんなに気にして、もし思いどおりになったとしても虚しくなってしまいます。なぜそのような愚かなことをするのでしょうか。大学の勉強、就職、結婚がああだ、こうだと考える前に一番真っ先に自分はイエスさまを信じているのか。救い主として、キリストとして信じているのか。イエスの御名を呼ぶのか。呼んでいるのか。自分は救われているのかと聞くべきです。それは今の皆さんの状況や実力や人格がどうなのかは関係ありません。とにかくイエスを信じるのか、それに「私はこんなに愚かな者、みじめな人間でありますけれどもイエスさまを信じます」という告白が間違いなければあらゆるすべての理由、条件を全部取り上げてまず感謝してください。皆さんは最高の選択をしたので他の何かに惑わされないで、最高に賢い人生ですからそれに対して自負、感謝を持って皆さん自分自身のことをイエスさまを信じたということに対してほめてあげてください。自分のいろいろな部分ではありません。イエスさまを本当に信じていなければ、悩んでいること、心配していること、気になること、頭を痛くすること、いろいろなことがあるでしょうがそれは愚かなことです。それは下しておいてまずイエスを信じてください。イエスさまを救い主として信じてください。まずは和解をしないといけません。
それから、信じている方は感謝と自負と自分をほめてあげてください。もちろん神様の恵みによることなのですが自慢と言う意味とは違います。「おまえはなんて賢い者なのだ。どうして博士も知らないイエスが救い主ということがわかったのか。あなたの頭は天才ではないのか。あなたは賢い。良かったね。あなたはこの人生、時代において最高の選択をした」と自分をほめてあげるようにしてください。そして、その後、確認してください。そうならば、イエスを信じてそれが最高の選択ならば間違いなく、すでに私は祝福と勝利の人生に招かれているものです。自分の人生はすでに祝福と勝利の人生であることを確信を持って自分の人生を喜んでください。何があっても構わないで喜んでください。第２コリント５章１７節にはイエスさまを信じて救われたそのときに、「古いものは過ぎ去ってすべてが新しくなっている」とあります。ローマの手紙８章２節にはイエスさまを信じるそのときに「死と罪の原理からいのちの御霊の原理によって完全に永遠に解放されている」とあります。これを確信してください。もう問題の人生、暗い人生、不幸な人生は終わりました。皆さんが不幸だ、なぜと思うのは皆さんの都合であって、イエスさまを信じている者、救われている者はそのようなことはありません。終わりました。それだけではありません。イエスの御名を呼ぶ瞬間、エペソ１章３節に書いてあるように天にある神の国のすべての祝福を全部頂いています。神がともにおられます。それに確信を持って喜んでください。自分の人生はそういう人生です。だから、一つだけ気にすればよいです。今、気にすることがたくさんあるでしょうが、全部片づけてしまって一つだけです。それはあなたがたは知らなくてもよいです。聖霊が臨まれると聖霊の力が現れると証人となるので、その聖霊の力に頼り聖霊の力を期待しつつ、見上げつつ祈りに専念すること、それだけがクリスチャンの課題です。救われた人の祝福です。やるべきことです。それ以外はありません。それほど皆さんは祝福の人生、もう勝利の人生であることをまず告白し確信をもって喜んでください。どれほど喜べば良いのでしょうか。「何も問題ではないのだな。聖霊の祝福を期待してそれだけを祈ればよいのではないか」と思えるまで喜べばよいのです。救われたというのはこういうことです。古いものはもう過ぎ去りました。何より至急に確認しないといけないのはイエスを信じているのかと言うことです。教会に通っていながらもイエスさまを信じないならば、いつも違うテーマが飛び交うのです。いつもこんがらがってしまいます。メッセージがメッセージとして聞こえません。イエスを信じてください、信じないと告訴する者が裁判官の方に持っていき一つのレプタも支払わなければ絶対に出られません。言葉を変えると和解をしてイエスさまを信じたものは一つのレプタなどいらない、払うものは一切ありません。すべて終わったので負債などありません。借金などはもうないのです。後ろめたさなどいりません。イエスさまを信じること、それが救われることですが一切のすべての罪責感や、すべての呵責や、すべての重荷などから自由になって解放されます。それに確信を持ってください。それを味わってください。
それから、一つだけ気を使ってやってみてください。皆さんの現場に戻ったときに、現場は家庭でもあるし職場、学校でもあります。戻ったときに質問してください。「神様、なぜ私をこの現場にいるようにしたのでしょうか。この現場に送ったのでしょうか」と素直に聞いてみてください。なぜでしょうか。給料のためでしょうか。自分の専門性を磨くためでしょうか。成功のためでしょうか。違うでしょう。人類最大のテーマがたましいの救いであればそこに私を送った理由はたましいの救いのためです。その答えをしっかりと確認し、現場でたましいの救い、つまり救いのみわざが必要な理由を見つけるようにしてください。そうすると見えてくるようになります。なるほど、だから私を送ったのだね。たましいの救いが必要なのですね。皆さんの現場にそれが具体的に見えるようになります。教授から見える場合もあるし、社長から見える場合もあるし、隣の同僚から見える場合もあります。隣の人から家庭から家族のだれかからそれが見えてきます。まず質問してください。なぜこの家庭に私は嫁いできたのでしょうか。すべて現場を持って質問します。なぜでしょうか。皆さんが持っている理由を全部消してたましいの救いのために。ここに本当にたましいの救いが必要なのかと約束を握って祈っていきますと「なるほど。救いが必要なのだな。だから舅がああで、だから社長さんがああいう状態で、だから皆があのようにアップアップしているのだね」と見えてきます。そうすると皆さんの祈りが変わります。成功を与えてくださいという祈りをしないでしょう。「神様、ここに救いの神のみわざが現れるように。あの社長を見てください。あの教授を見ていてください。それで送ったのでしょうか」と祈っていきますとそこで神の奇跡を必ず見るようになります。それが現場での祈りです。本当に人類最大のテーマはたましいの救いでしょうか。そうならば、それが時代を見分ける知恵です。残りの生涯、皆さん自分自身、またどこの現場にいても知恵あるクリスチャンとして生涯を送っていただきたいと思います。それが祈りです。祈ることによって知恵が与えられ、また知恵あるものが祈るようになります。ぜひ、現場のテーマが見出すことができるようにしていただきたいと思います。まずはどこから始めますか。自分をまずほめてあげてください。「おまえは天才だ。天気予報士より天才だ。賢い人間だ。どうやってそれがわかったのか」と。それでこれがわかっているから、これが時代の選択、時代の知恵とわかっているので、ときにはいのちが奪われてもこれを選択します。イエスを選択するのです。すべてを奪われてもイエスをつかむのです。神はすべてを奪っていってもイエスをつかむように導いてされる方でもあります。すべてを与えられてイエスをつかむようにもされます。問題はたましいの救いです。そのイエスが来られてキリストが来られてすべてを成し遂げられて、今は新しい時代が開かれました。恵みのとき、救いのときです。皆さんみことばを約束として握ってください。今の時代はどのような時代でしょうか。恵みのとき、救いのときです。それで皆さんがテレビを見たときにも恵みのとき、救いのとき。学校に行ったときにも恵みのとき、救いのとき、これがテーマです。それが時代を賢く生きるすべです。会社に行ったときにも今の時代は恵みのとき、救いのとき、これがテーマです。このテーマを持って必ず主人公としての勝利の人生を歩いていただきたいと思います。神様は皆さん一人一人に希望をもって期待をおいて導いていらっしゃいます。
〈お祈り〉
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。罪人であり本当に何にもいさおもない、滅びるしかなかった私たちを憐れんでくださり、時代の最高の知恵を与えて、最高の選択イエスを救い主として信じる信仰を選ぶように導いてくださった主の御名をほめたたえます。そのことに対しての感謝と確信を持ってすでに祝福、勝利の人生である確信を持って味わいつつ祈り、現場においてテーマを変えることができるように一人一人を祝福してください。一人一人にとって時代のテーマを取り上げしっかり握り、それぞれの現場にぶつけることができるように祝福してくださり、また門を開いてください。主人公として勝利の人生を歩くように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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